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　農林水産政策研究所では，新たな知見や長期的な視野に立った政策研究を推進するため，大学，シンク
タンク等の研究機関の幅広い知見を活用する提案公募型の研究委託事業を行っています。
　今回は，その中から，「高齢者の生きがいや活躍する場として農作業をとらえ，コミュニティ・ビジネ
スとしての検討，農作業を通じた安らぎ，癒しの効果や健康増進効果の定量的検証，医療費の削減効果，
市民農園等がもたらす社会的便益の定量的評価等」について検討を行っている研究を紹介します。

１．研究の背景
　現在我が国は，猛烈なスピードで到来する高齢化
社会への対応を否応なく迫られています。また，高
齢化に伴う医療費負担の増大など，行政はもとより
そこに暮らす市民も含めての大きな課題となってい
ます。
　一方で，都市部においても市民農園などの需要が
高まり，安心安全の食を求めて自産自消に取り組む
人口が増加しており，にわかに農業に対する注目が
集まっています。
　本研究ではこのような農業への注目を背景とし
て，改めて高齢者の生きがいや活躍する場としての
農作業をとらえ，地域資源を活用した高齢者による
コミュニティ・ビジネスの検討を行います。さらに間
接的効果として，農作業を通じた安らぎ，癒しの効
果や適度に身体を動かすことによる健康増進，リフ
レッシュ効果を定量的に検証し，健康増進効果や医
療費の削減効果を検討します。また，農業の持つ波
及効果として，市民農園等がもたらす土地価格など
への影響などの社会的便益を定量的に評価します。
　このことにより，これまでつらい等マイナスイメー
ジのある農作業について，高齢者を含めた生きが
い，コミュニティの場として活用し，同時に野外での
活動が適度の運動となり健康増進へと繋げることを
提案します。

２．研究の枠組みと内容
　埼玉県本庄市内を中心に一般市民から被験者約50
名を募り，①農業体験プログラムの実施，②身体活
動量データの取得，癒し・安らぎ効果の検証（定量
評価），③生活習慣病発症リスク低減効果の検証，
④医療費低減効果の推計，⑤医療行政負担削減効果
の推計という主に健康・医療への効果を検証するも
のと，①農業体験プログラムの実施，②参加意識・
ニーズの把握，③CVM法による農業体験活動に対す

る個人の支払意思額の評価，ヘドニック手法による
体験農園・家庭農園の存在価値評価，コミュニ
ティ・ビジネスのビジネスモデル評価，という社会経
済的側面への効果を検証するものに大別し，最終的
には双方を合わせた費用便益分析によってプログラ
ムの社会的評価を実施，それらをもとに政策的イン
プリケーションを提示します。
①農作業体験「アグリエクササイズ」
　昔ながらの農作業を行いながら，併せて地域の里
山保全活動による循環型社会の理解や地域の伝統行
事を取り入れたプログラムを実施しています。
　高齢者の生きがいやコミュニティの場として，農
作業のコミュニティ・ビジネスの事業計画の検討を
行っています。事業の組織構成や事業規模，持続可
能性等を踏まえたモデルの検討を行っています。
②健康影響評価
　農作業参加者に身体活動量計「アクティマーカー」
を装着してもらい，農作業の運動量や運動強度を計
測，心拍変動や主観的運動強度（つらさ），疲労部
位の調査など農作業の活動量を科学的なデータとし
て数値化しています。また，併せて日常の運動量に
ついても計測し，継続的に分析することで健康効果
の分析を行っています。
③社会的厚生評価
　各プログラム実施による健康影響評価を踏まえ，
個人，家計，地方自治体レベルにおける厚生の変化
を量的に検証した上で，新たな価値創造を仮定した
農地の有効利用や農業生産組織の組織化など，農
業・農村資源の利用や地域再生につながるシナリオ
を具体的に議論します。そのためにフィールドで得
られたデータをもとに，農業生産価値，健康増進活
動への参加の経済的便益，医療費削減効果，地方財
政面への影響，そして地域に家庭農園が存在するこ
とによって創出される非利用価値を評価し，本事業
が全国的に展開された場合の社会的厚生のインパク
トを費用便益分析により推計します。
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３．これまでの成果
　これまで約１年半にわたり活動を実施してきた結
果，農作業別運動強度に関する基礎データベースを
構築することができ，参加者の生活習慣の変化とし
て身体活動量の増大，体力の増大，精神状態の安定
化の傾向を確認することができました。また，CVM
法による農作業体験活動に対する個人の支払意思額
の評価，ヘドニック手法による体験農園・家庭農園
の存在価値評価等の結果からも農業活動の有用性を
示す興味深いデータを得ることができましたが，特
に堅調な傾向が得られた活動データに絞って紹介を
します。
　第１図は活動別の観察データです。農作業の平均
運動強度は２弱～３METs弱程度です（METs=身体
活動の強さを，安静時の何倍に相当するかで表す単
位で，座って安静にしている状態が１メッツ，普通
歩行が３メッツに相当）。これを他の身体活動と比
較すると，日常の生活活動としての歩行，床そうじ，
庭仕事等と同程度の強度であることが分かります。
一方，最大運動強度は５～７程度であり，これは運
動としてのエアロビクス，水泳，ジョギング，テニス
等と同程度です。
　身体に高負荷がかかる運動を持続することは高齢
者にとっては難しくハードルが高いです。この点，農
作業は平均的には日常生活で体を動かすのと同程度
の運動強度であり，体への負荷が少ないことから高
齢者の身体活動量を増加させる１手段としては有効
と考えられます。同時に，作業中には無理のない範
囲で高い強度が発生することもあり筋力や瞬発力の

低下する高齢者にはよい効果を与えると考えられま
す。このように農作業は生活活動と運動の両方のメ
リットを有し，身体活動量が急激に減少する現役引
退後の高齢者にとっては生活習慣病予防対策として
非常に高い効果が期待できます。
　第２図は参加者の生活習慣の変化を示す月別平均
歩数の経時変化です。データを取り始めた2011年
（破線）と直近の2012年（実線）を比較すると，参加
者全体の平均活動量が増加していることがわかりま
す。本プログラムでは農作業と健康づくり教室を併
せて実施しており，参加者の健康に対する意識の変
化が普段の生活習慣にもいい影響を及ぼしている様
子がわかります。
　農作業の身体活動量を定量的にデータベース化し
た研究はこれまでに例がなく，本プログラムの大き
な成果です。農業（農作業）が持つ新たな社会的価
値を示すことで，市民レベルでの農業（農作業）へ
の参加の契機となることを期待したいものです。

第１図　農作業別運動強度（左）　　　　厚生労働省運動基準・エクササイズガイド2006（右）

第２図　参加者の月別平均歩数の推移

（歩数）

身体活動と運動
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文書のアクセシビリティの完全性を損なう可能性がある問題点が検出されました。
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